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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉九
段　

西
村　

一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉玉
は
１
一
で
詰
み

ま
す
。

　
（　

分
で
初
段
）

10

（
岩
波
新
書
）
の
出
版
に
際

し
、
こ
う
語
っ
た
▼
願
い
は

た
だ
ひ
と
つ
、「
賃
下
げ
依

存
症
か
ら
脱
却
し
よ
う
」
で

す
。
何
か
あ
る
度
に
賃
金
を

切
り
下
げ
る
し
か
能
の
な
い

経
営
と
政
府
が
、
今
の
よ
う

な
社
会
の
惨
状
を
つ
く
り
だ

し
た
訳
で
、
賃
下
げ
と
自
己

責
任
に
終
止
符
を
打
た
ね
ば

日
本
の
先
は
な
い
▼
同
様

に
、「
消
費
税
依
存
症
」
の

面
々
も
多
々
い
る
。
財
源
は

消
費
税
と
し
か
考
え
な
い
政

党
や
候
補
者
は
総
選
挙
で
退

場
願
う
▼
な
ぜ
な
ら
、
世
界

で
は
税
制
の
見
直
し
が
始
ま

り
、
中
低
所
得
者
層
へ
の
減

税
、
富
裕
層
へ
の
増
税
（
米

国
）、
付
加
価
値
税
引
き
下

げ
、
所
得
税
最
高
税
率
引
き

上
げ（
Ｅ
Ｕ
諸
国
）に
向
か
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
空
気
を

読
ま
な
い
面
々
だ
か
ら
だ
。

　

朝
日
新
聞

労
働
担
当
編

集
員
の
竹
林

さ
ん
が
、

『
ル
ポ
雇
用

劣
化
不
況
』

　

今
度
の
総
選
挙
の
最
大
争

点
は
、
小
泉
政
権
以
来
つ
づ

い
て
き
た
構
造
改
革
路
線
に

ど
う
決
着
を
つ
け
る
か
、
審

判
を
下
す
か
と

い
う
点
に
あ

る
。

　

こ
の
間
進
め

ら
れ
た
構
造
改

革
は
、
必
然
的

な
結
果
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
社
会

構
造
改
革
路
線
に
決
着
つ
け
よ
う

生
活
に
格
差
を
広
げ
、
貧
困

の
深
刻
化
を
も
た
ら
し
た
。

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
に
と
ど

ま
ら
ず
医
療
、
介
護
、
保
育

分
野
で
も
「
難
民
」
を
生
み

出
し
た
。
格
差
と
貧
困
、
難

民
化
は
構
造
改
革
の
産
物

だ
。

　

こ
の
格
差
社
会
の
も
と
で

「
百
年
に
一
回
」と
い
わ
れ
る

経
済
危
機
も
生
み
出
さ
れ

た
。
国
内
市
場
を
冷
え
込
ま

せ
る
一
方
、
過
剰
生
産
で
上

層
部
分
の
過
剰
資
金
が
肥
大

化
し
た
。
こ
の
生
産
と
消
費

の
矛
盾
が
経
済
的
破
た
ん
の

背
景
で
あ
る
。

　

小
泉
流
構
造
改
革
は
、
も

は
や
政
治
的
に
も
社
会
的
に

も
国
民
に
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
く
な
っ
た
。
自
民
党
の
敗

北
は
必
至
で
あ
る
。
問
題
は

自
民
党
に
代
わ
る
新
政
権
の

政
策
選
択
と
政
党
選
択
を
ど

う
す
る
か
だ
。

　

ポ
ス
ト
構
造
改
革
の
政
策

は
格
差
・
貧
困
の
是
正
と
結

び
つ
け
て
国
民
経
済
再
生
を

は
か
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
私
は
、
日
本
国
憲

法
に
基
づ
く
福
祉
国
家
型
の

内
需
拡
充
策
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
①
看
護
師
や
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
医
療
・
福
祉
の

充
実
②
環
境
保
全
技
術
に
か

か
わ
る
投
資
の
拡
大
③
雇
用

と
失
業
対
策
の
拡
充
─
─
で

あ
る
。
雇
用
保
障
に
つ
い
て

は
、
公
的
就
労
事
業
が
最
後

の
切
り
札
に
な
る
。
公
共
部

門
を
民
営
化
す
る
風
潮
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
・
自
治

体
を
中
心
に
雇
用
と
適
正
賃

金
を
保
障
す
る
政
策
が
、
今

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
政
策
の
財
源
を

ど
う
す
る
か
。
与
党
や
一
部

野
党
の
よ
う
に
消
費
税
増
税

や
地
方
交
付
税
削
減
に
求
め

る
の
は
間
違
い
だ
。
格
差
と

貧
困
の
是
正
を
は
か
る
う
え

で
も
、
税
の
応
能
負
担
を
強

化
す
る
方
向
で
捻
出
（
ね
ん

し
ゅ
つ
）
す
べ
き
で
あ
る
。

　
「
政
権
選
択
」「
政
権
交
代
」

の
活
字
が
躍
り
ま
す
が
、
問

わ
れ
る
の
は
政
治
の
中
身
。

　

左
表
は
、
公
務
関
連
・
労

働
問
題
関
連
の
重
要
法
案
へ

の
各
政
党
の
態
度
で
す
。

　

誰
が
貧
困
と
格
差
を
拡
大

し
て
き
た
の
か
、
政
府
と
行

政
に
対
す
る
国
民
の
不
満
を

す
り
替
え
る
公
務
員
バ
ッ
シ

ン
グ
を
誰
が
強
め
て
き
た
の

か
、
吟
味
が
必
要
で
す
。

　

憲
法
に
も
と
づ
き
国
の
責

任
で
国
民
の
生
活
と
権
利
を

守
る
行
政
を
拡
充
し
、
そ
れ

を
支
え
る
公
務
員
制
度
を
確

立
す
る
―
―
一
票
で
こ
の
流

れ
を
つ
く
り
だ
す
時
で
す
。

月
例
給
、特
別
給
と
も
に
厳
し
さ
強
調

　全労連・公務労組連絡会等が主催した「夏季闘争勝利7・23中央行動」
（東京・日比谷野音）に3,000人が結集。集会後、参加者は「最賃を大幅に
引き上げろ」「公務員賃金を改善せよ」「国民本位の予算実現」「解散・総選
挙で国民本位の政治に変えよう」と訴え、銀座をデモ行進しました。

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は
7

月　

日
、
人
事
院
給
与
局

24
長
、
職
員
福
祉
局
長
と
交
渉

を
実
施
し
ま
し
た
。

《
給
与
局
長
交
渉
》　

冒
頭
、

以
下
の
よ
う
に
回
答
。

■
官
民
較
差
等
■

　

官
民
較
差
が
均
衡
し
て
い

た
昨
年
と
比
べ
、
厳
し
い
結

果
は
避
け
ら
れ
な
い
。
今
夏

の
民
間
ボ
ー
ナ
ス
は　

～　
10

20

％
程
度
減
少
し
て
お
り
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
だ
。

　

地
域
間
の
官
民
給
与
較
差

は
、
報
告
で
公
表
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

■
非
常
勤
職
員
の
処
遇
■

　

給
与
の
決
定
方
法
等
に
つ

い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結

果
を
報
告
で
言
及
す
る
。

■
高
齢
対
策
■

　

平
成　

年
度
か
ら
段
階

25

　

非
常
勤
職
員
の
休
暇
、健
診
で
一
歩
前
進

的
に　

歳
ま
で
延
長
す
る
仕

65

組
み
に
向
け
て
検
討
す
る

が
、
課
題
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
報
告
で
言
及
す
る
。

　
　

□　
　

□　
　

□

　

以
上
の
回
答
を
受
け
、
国

公
労
連
・
全
国
税
は
、
①
職

場
の
厳
し
い
状
況
や
生
活
実

態
を
勘
案
し
た
判
断
が
必
要

だ
、
②
非
常
勤
職
員
給
与
改

定
で
予
算
措
置
が
な
く
、
改

善
ど
こ
ろ
か
人
数
を
調
整
す

る
省
庁
が
あ
り
、
抜
本
的
検

討
を
進
め
る
こ
と
を
報
告
で

言
及
す
べ
き
、
③
地
域
間
の

官
民
給
与
較
差
は
、「
公
務

員
賃
金
を
地
域
の
賃
金
水
準

に
合
わ
せ
る
」
動
き
に
利
用

さ
れ
か
ね
ず
、
公
表
は
再
検

討
す
べ
き
、
④
高
齢
期
雇
用

問
題
で
は
、
給
与
カ
ー
ブ
の

見
直
し
に
つ
な
が
り
か
ね

ず
、
制
度
設
計
段
階
で
十
分

な
協
議
を
求
め
る
、
と
主
張

し
ま
し
た
。

《
職
員
福
祉
局
交
渉
》　

冒

頭
、
以
下
の
よ
う
に
回
答
。

■
育
児
休
業
法
の
改
正
■

　

勧
告
と
同
時
に
意
見
の
申

し
出
を
行
い
、
ま
た
介
護
の

た
め
の
短
期
休
暇
新
設
、
子

の
看
護
休
暇
拡
充
も
規
則
改

正
の
方
向
で
検
討
。

■
非
常
勤
職
員
の
休
暇
等
■

　

忌
引
・
病
気
休
暇
に
つ
い

て
、
６
ヵ
月
以
上
の
継
続
雇

用
の
場
合
は
取
得
で
き
る
よ

う
検
討
。
健
康
診
断
も
一
定

要
件
を
満
た
す
者
に
つ
い
て

一
般
定
期
健
診
を
実
施
す
る

方
向
で
検
討
。

■
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
■

　

心
の
疾
病
予
防
の
観
点
か

ら
、
管
理
監
督
者
が
適
切
な

対
応
を
取
る
こ
と
に
役
立
つ

小
冊
子
を
配
布
し
た
。

　
　

□　
　

□　
　

□

　

以
上
の
回
答
を
受
け
、
国

公
労
連
・
全
国
税
は
、
①
休

暇
・
健
診
は
一
歩
前
進
、
②

改
善
さ
れ
た
制
度
が
活
用
で

き
る
環
境
整
備
も
重
要
、
③

パ
ワ
ハ
ラ
解
決
を
中
心
課
題

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
、
と

主
張
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

澗

監

環

看

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

神
戸
大
学
教
授　

二
宮
厚
美
さ
ん

総選挙に
　いいたい！

勧告直前の
人事院交渉

労
働
者
・
国
民
い
じ
め
の
政
治
に
喝
！

　
　

吟
味
し
て
大
切
な
一
票
を
投
じ
よ
う
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そ
ん
な
超
人
的
な
こ
と

　
【
千
葉
県
Ａ
税
務
署
】

　

私
の
署
の
管
理
運
営
部

門
の
実
態
で
す
。

　

新
人
の
国
専
７
人
が
配

属
さ
れ
、
自
分
も
解
ら
な

い
仕
事
が
多
い
の
に
、
人

に
仕
事
を
教
え
な
が
ら
、

自
分
も
新
し
い
仕
事
を
覚

え
て
い
く
。
そ
ん
な
超
人

的
な
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

今
日
は
、
督
促
状
と
予

定
納
税
の
振
替
関
係
書
類

を
送
付
す
る
の
で
す
が
、

9
割
の
職
員
が
電
話
や
面

接
に
対
応
出
来
ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
状
態
が
当
分
の

間
続
く
の
か
と
思
う
と
、

恐
怖
で
す
。
何
と
か
し
て

下
さ
い
。

　

歳
代
切
捨
て
の
弁

50【
関
信
地
連
】

　

か
つ
て
、
当
局
は
「
地
道

に
努
力
し
て
い
る
人
が
見

過
ご
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
常
に
見
直
し
し

て
い
る
」
と
回
答
し
て
い

た
。

　

こ
れ
は
、　

歳
以
上
の

50

上
席
の
中
に
、
ま
だ
統
括

官
等
に
相
応
し
い
人
が
い

る
の
で
、
そ
う
い
う
人
達

を
見
落
し
の
な
い
よ
う
キ

チ
ン
と
処
遇
す
る
と
い
う

当
局
の
意
思
表
示
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。（
略
）

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は

当
局
の
回
答
内
容
が
す
っ

か
り
変
わ
り
、「
様
々
な
年

代
の
職
員
が
い
る
の
で
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
事

を
行
う
」
と
強
調
す
る
。

　

も
は
や
、　

歳
以
上
の

50

上
席
の
中
に
は
相
応
し
い

人
は
い
な
く
な
っ
た
と
判

断
し
た
の
か
。

　

そ
の
証
拠
に
、
こ
こ
数

年
、
専
科
生
で
は　

歳
以

50

上
、
普
通
科
生
で
は　

歳
55

以
上
の
上
席
に
ポ
ス
ト
発

令
は
な
い
。

　

統
括
官
エ
レ
ジ
ー

　【
近
畿
地
連
】

　

雑
用
は
統
括
官
が

　

部
下
職
員
は
雑
用
を
敬

遠
す
る
の
で
統
括
官
が
や

る
。
申
告
書
受
理
、
税
歴

入
れ
、
青
色
取
消
し
、
除

却
も
や
っ
て
い
る
と
１
日

が
終
わ
る
。
調
査
指
令
・

復
命
を
や
っ
て
い
る
と
自

分
の
時
間
は
全
く
な
い
。

　

何
と
か
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
も
、
重
点
項
目
調

査
も
増
え
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
状
況
で
は
な
い
。

　

多
す
ぎ
る
雑
務

　

何
を
し
た
の
か
分
か
ら

な
い
時
間
が
雑
務
。
例
え

ば
、
書
類
が
見
つ
か
ら
ず
、

そ
れ
を
捜
す
た
め
に
１
日

費
や
し
て
し
ま
う
。
ど
の

事
務
に
も
入
れ
ら
れ
な
い

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
余

り
に
多
す
ぎ
る
。

　

広
が
る
傷
口

　

ゆ
と
り
が
な
い
た
め
ミ

ス
に
結
び
つ
き
、
チ
ェ
ッ

ク
が
効
か
な
い
た
め
キ
ズ

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

経
験
が
浅
い
職
員
が
担

当
な
の
で
ミ
ス
は
当
然
出

て
く
る
が
、
そ
れ
を
全
体

で
カ
バ
ー
で
き
な
い
現
状

だ
。

　

一
元
化
に
な
れ
ば
、
調

査
班
の
内
部
事
務
は
も
っ

と
ヒ
ド
く
な
る
。

　

太
平
洋
戦
争
で
「
日
本
は

ア
メ
リ
カ
に
敗
れ
た
」
と
い

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

は
「
大
東
亜
戦
争
」
と
国
民

を
鼓
舞
し
て
植
民
地
の
朝
鮮

や
台
湾
を
足
場
に
中
国
に
攻

め
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
時
、

日
本
陸
軍
の　

％
は
中
国
大

65

陸
に
投
入
さ
れ
、
終
戦
の
年

で
も　

％
が
大
陸
に
い
ま
し

31

た
。
日
本
は
中
国
の
抗
日
戦

線
を
打
ち
負
か
す
こ
と
が
で

き
ず
、
米
英
ソ
を
加
え
た

　
　
　

戦
争
責
任
と
差
別
責
任
（
戦
後　

回
目
の
8
月　

日
を
前
に
）

64

15

　

過
去
の
戦
争
に
責
任
は
な
く
と
も

　
　
　
　
　
　

明
日
の
戦
争
に
は
責
任
が
あ
る

四
ヵ
国
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

受
諾
し
敗
れ
た
の
で
す
。
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
正
し
い

呼
称
で
し
ょ
う
。

　
「
ア
メ
リ
カ
に
敗
れ
た
」と

い
う
認
識
は
｢
日
米
歴
史
認

識
同
盟
｣
と
呼
ば
れ
、
ア
ジ

ア
侵
略
の
責
任
を
免
れ
る
方

便
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
植

民
地
や
中
国
で
の
残
虐
行
為

を
否
認
し
「
ア
ジ
ア
解
放
戦

争
だ
っ
た
」
と
歴
史
を
歪
曲

す
る
動
き
が
な
く
な
ら
ず
、

憲
法
違
反
の
自
衛
隊
海
外
派

遣
を
許
す
こ
と
に
も
つ
な

合
を
抹
殺
す
る
―
―
1
9
6

0
年
代
か
ら
国
税
庁
が
国
税

労
働
運
動
を
弾
圧
し
、
差
別

を
テ
コ
に
第
二
組
合
結
成
を

後
押
し
し
て
全
国
税
を
分
裂

さ
せ
て
き
た
こ
と
が
現
在
職

場
に
二
つ
の
労
働
組
合
が
存

在
し
て
い
る
理
由
で
す
。

　

こ
の
歴
史
的
事
実
に
歴
代

長
官
は
「
差
別
は
し
て
い
な

い
し
、
し
て
こ
な
か
っ
た
」

と
回
答
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
全
国
税
組
合
員
は

全
員
が
分
裂
攻
撃
後
に
加
入

し
て
い
ま
す
が
、
加
入
決
意

が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
お
隣
の
韓
国
国
民

は　

年
間
の
植
民
地
時
代
と

36

　

年
間
の
軍
事
政
権
時
代
を

42経
て
民
主
化
を
勝
ち
取
り
、

当
時
の
政
府
関
係
者
の
「
責

任
を
問
う
」
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
、
戦
争

の
悲
惨
さ
と
同
時
に
そ
の

「
戦
争
責
任
」を
追
及
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
税
差
別
に
つ
い
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

職
場
を
専
制
的
に
支
配
す

る
た
め
、
た
た
か
う
労
働
組

の
多
く
は
「
差
別
は
良
く
な

い
」
と
い
う
正
義
感
か
ら
で

し
た
。
異
動
先
の
職
員
配
置

図
に
組
合
員
を
示
す
マ
ー
ク

が
あ
る
の
を
見
て
「
な
ぜ
こ

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
」
と

逆
に
正
義
感
を
燃
や
し
加
入

し
た
組
合
員
も
い
ま
し
た
。

　

過
去
の
責
任
を
放
棄
す

る
、
歴
史
を
歪
曲
す
る
。
こ

ん
な
国
や
職
場
で
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に

は
「
過
去
の
戦
争
に
責
任
な

く
と
も
明
日
の
戦
争
に
は
責

任
が
あ
る
」（
纐
纈
厚
『
私
た

ち
の
戦
争
責
任
』凱
風
社
刊
）

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
税
中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　

山
口　

潤
一
郎

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

男　性　職　員

女　性　職　員

「
女
性
登
用
」は
雀
の
涙

　

人
事
院
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
国
家
公
務
員
給
与

等
実
態
調
査
」、
2
0
0
8
年
調
査
で
見
え
て
き
た
こ

と
、
2
0
0
1
年
調
査
と
比
較
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た

こ
と
と
は
…
。

【
年
齢
構
成
】

　
　

歳
未
満
が　

・
4
、　

30

13

30

歳
代
が　

・
1
、　

歳
代
が

28

40

　

・
6
、　

歳
以
上
が　

・

31

50

26

9
％
と
な
っ
て
お
り
、　

年
01

比
で　

歳
未
満
が　
・
7
減
、

39

11

　

歳
以
上
が
9
・
8
増
と

50な
っ
て
い
ま
す
。

【
級
別
在
職
状
況
】

　

下
表
は　

年
、　

年
の
級

08

01

別
在
職
状
況
で
す
。
そ
の
割

合
は
１
級
が
9
・
9
（　

年
01

比
0
・
2
増
）、
２
級
7
・
0

（
8
・
3
減
）、
３
級　

・
8

14

（
3
・
6
減
）、
４
級　

・
6

17

（
3
・
3
増
）、
５
級　

・
0

25

（
6
・
1
増
）、
６
級　

・
3

21

（
2
・
2
増
）、
７
級
以
上
4
・

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
職
員
は
、
３
級

40
以
下
に
2
・
8
、
４
級　

・
16

0
、
５
級　
・
5
、
６
級　
・

38

35

3
、
７
級
以
上
7
・
4
％
に

分
散
し
て
お
り
、
大
き
な
格

差
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
比
で
６
級
が
5
・
2

01
％
減
少
し
、
４
級
が
4
・
6

％
増
加
し
て
お
り
、　

歳
以

40

上
職
員
の
「
処
遇
後
退
」
は

明
白
で
す
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
６

級
以
上
在
職
者
の
「
男
女
構

成
比
」
で
す
。　

歳
以
上
男

40

性
の　

・
7
％
に
対
し
、
女

45

性
は　

・
5
％
で
す
。

17

　
　

年
比
で
も
、　

歳
以
上

01

40

女
性
の
６
級
以
上
ポ
ス
ト
在

職
率
は
4
・
5
％
増
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
（　

歳
以
上

40

男
性
の　

年
６
級
以
上
ポ
ス

01

ト
在
職
率
は　

・
8
％
）。

51

　
「
女
性
職
員
の
登
用
拡
大
」

を
言
う
な
ら
、　

・
5
％
か

17

ら　

％
台
に
引
き
上
げ
る
数

50
値
目
標
を
設
定
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
労
働
者
、
使
用

者
委
員
の
意
見
が
一
致
せ

ず
、
公
益
委
員
の
見
解
を
示

す
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、

貧
困
解
消
と
不
況
打
開
の
抜

本
的
な
力
と
な
る
に
は
到
底

及
ば
な
い
水
準
で
す
。

　

全
国
平
均
の
最
賃
額
は
7

0
3
円
に
過
ぎ
ず
、
1
日
8

　

最
低
賃
金

の
改
定
目
安

を
協
議
す
る

中
央
最
低
賃

金
協
議
会
の

小
委
員
会
は

７
月　

日
、

28

生
活
保
護
の

水
準
を
下
回

る
「
逆
転
現

象
」
が
起
き

て
い
る　

都
12

道
府
県
に
限

り
２
～　

円
30

引
き
上
げ
、

他
の　

県
は

35

す
え
お
く
と

し
ま
し
た
。

時
間
、
月　

日
働
い
た
と
し

22

て
も
、
年
収
1
4
8
万
円
強

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

欧
米
に
比
べ
て
日
本
の
最

賃
は
最
も
低
い
水
準
で
す
。

欧
州
は
軒
並
み
1
0
0
0
円

を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

日
本
よ
り
低
水
準
だ
っ
た
ア

メ
リ
カ
で
も
7
月
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

欧
米
な
み
の
水
準
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
は
国
際
的
に

み
て
も
急
務
で
す
。

　

不
況
を
口
実
に
最
賃
引
き

上
げ
に
反
対
し
た
使
用
者
側

の
責
任
が
厳
し
く
問
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　

最
賃
を
引
き
上
げ
、
労
働

者
の
家
計
を
温
め
る
こ
と
こ

そ
、
内
需
を
拡
大
し
、
景
気

回
復
を
図
る
た
め
に
不
可
欠

で
す
。

　

最
賃
改
定
は
地
方
の
審
議

会
に
移
り
ま
す
が
、
国
の
目

安
を
上
回
る
積
極
的
引
き
上

げ
を
め
ざ
す
た
た
か
い
が
焦

点
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
　

中
高
年
処
遇
後
退
も
ク
ッ
キ
リ

次
号
は
、
８
月　

日
付
け
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
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35県見送りの最賃改定に抗議
「国の目安」上回るたたかいが焦点に




